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全
員
協
議
会
で
提
起
さ
れ

た
4
項
目
の
調
査
・
検
討

結
果

①
議
員
定
数

　

委
員
会
活
動
を
考
慮
し

て
現
状
の
13
人
の
ま
ま
と

の
案
を
ま
と
め
た
。
町
民

意
見
の
聴
取
に
お
い
て
も
、

「
現
在
の
ま
ま
で
よ
い
」

と
の
回
答
が
多
数
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
ま

ま
13
人
と
の
結
論
に
至
っ

た
。

②
議
員
報
酬

　

議
員
報
酬
を
引
き
上
げ

る
方
向
で
案
を
ま
と
め
た

が
、
町
民
意
見
の
聴
取
に

お
い
て
、
一
定
の
理
解
は

得
ら
れ
た
も
の
の
、
大
多

数
の
方
の
理
解
を
得
る
ま

で
に
は
達
し
て
い
な
い
と

判
断
し
、
現
在
の
ま
ま
の

報
酬
額
と
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
の

資
料
を
執
行
側
へ
提
供
し

て
、
他
の
特
別
職
の
報
酬

等
を
含
め
た
検
討
を
要
請

す
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　

議
員
報
酬
の
職
務
の
異

動
に
よ
る
減
額
の
場
合
に

つ
い
て
は
、
日
割
り
計
算

し
た
額
の
支
給
へ
改
め
る

こ
と
と
し
た
。

　

議
員
期
末
手
当
に
つ
い

て
は
、
人
事
院
勧
告
に
準

じ
た
支
給
月
数
に
改
め
る

議
会
の
活
性
化
等
に
つ
い
て

　

調
査
・
検
討
の
順
序
は
、

常
任
委
員
会
の
所
管
の
調

査
・
検
討
を
先
行
し
て
行

い
、
そ
の
後
、
本
委
員
会

で
提
起
し
た
10
項
目
、
全

員
協
議
会
で
提
起
さ
れ
た

4
項
目
の
調
査
・
検
討
を

順
次
行
っ
た
。

常
任
委
員
会
の
所
管
の
調

査
・
検
討
結
果

　

総
務
文
教
・
産
業
厚
生

の
2
常
任
委
員
会
と
し
て

い
た
が
、
平
成
29
年
1
月

27
日
か
ら
総
務
産
業
・
厚

生
文
教
の
2
常
任
委
員
会

に
変
更
し
て
い
る
。

本
委
員
会
で
提
起
し
た
10

項
目
の
調
査
・
検
討
結
果

①
一
般
質
問
の
答
弁
書
の

必
要
性

　

答
弁
書
は
必
要
と
の
結

論
に
な
っ
た
が
、
質
問
議

員
が
希
望
し
な
い
場
合
は

求
め
な
い
選
択
制
と
し
、

当
日
の
朝
に
希
望
す
る
議

員
本
人
へ
配
付
す
る
こ
と

と
し
た
。

②
請
願
者
・
陳
情
者
に
よ

る
趣
旨
説
明
機
会
の
設
定

　

現
状
で
も
提
出
者
の
意

見
を
聴
く
こ
と
は
可
能
で

あ
り
、
委
員
会
審
査
に
お

い
て
積
極
的
に
説
明
機
会

を
設
け
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。

③
一
般
質
問
で
の
質
問
内

容
是
正
に
向
け
た
議
長
等

の
裁
量
権
の
拡
大(

重
複

質
問
の
取
扱
い
を
含
む)

　

裁
量
権
の
拡
大
は
行
わ

ず
、
現
行
の
ま
ま
と
す
る
。

④
各
種
会
議
の
持
ち
方
の

見
直
し(

全
員
協
議
会
で

の
積
極
的
な
意
見
交
換
を

含
む)

　

既
に
「
自
由
討
議
」
を

導
入
し
て
お
り
、
議
員
間

の
議
論
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
深
め
て
い
く
こ
と
と
し

た
。

⑤
初
回
質
疑(

質
問)

か

ら
の
一
問
一
答
の
導
入

　

初
回
質
問
は
現
状
ど
お

り
一
括
質
問
と
す
る
。
質

疑
は
初
回
か
ら
一
問
一
答

方
式
を
導
入
し
、
質
疑
で

の
制
限
は
現
行
の
ま
ま
一

項
目
３
回
ま
で
と
な
っ
た
。

⑥
分
か
り
や
す
い
議
会
広

報
の
作
成(

議
会
ル
ー
ル

の
説
明
を
含
む)

　

広
聴
活
動
を
含
め
た
常

任
委
員
会
を
設
置
す
る
結

論
に
な
り
、
広
報
広
聴
常

任
委
員
会
を
設
置
し
た
。

⑦
町
民
の
声
を
聴
取
す
る

場
の
設
定(

模
擬
議
会
、

団
体
と
の
懇
談
会
を
含
む)

　

中
学
生
・
高
校
生
を
対

象
に
し
た
模
擬
議
会
に
取

り
組
み
、
団
体
と
の
懇
談

会
は
、
希
望
が
あ
れ
ば
い

つ
で
も
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

町
民
の
声
を
聴
取
す
る

場
と
し
て
「
議
会
報
告
会

と
町
民
と
の
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
て
お
り
、
当
面

は
他
の
取
り
組
み
は
行
わ

な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

⑧
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
・

モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

５
〜
10
名
程
度
の
人
数
で

導
入
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
は
モ
ニ
タ
ー
制
度
導
入

後
に
検
討
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

⑨
政
務
活
動
費
の
導
入

　

議
員
定
数
、
議
員
報
酬

と
一
緒
に
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

⑩
議
員
の
資
質
向
上

　

道
外
な
ど
の
研
修
機
会

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
と
に
な
っ
た
。

　

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

は
、
導
入
し
な
い
と
の
結

論
に
な
っ
た
。

③
委
員
会
の
所
管

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
・
検

討
以
外
、
他
に
調
査
・
検

討
す
る
事
項
は
な
い
と
し

た
。

④
委
員
任
期

　

現
行
ど
お
り
２
年
の
ま

ま
と
す
る
。

ま
と
め

　

約
２
年
６
か
月
に
わ
た

る
本
委
員
会
で
の
調
査
・

検
討
に
お
い
て
は
、
可
能

な
も
の
か
ら
議
会
の
活
性

化
に
取
り
組
む
と
の
方
針

で
進
め
た
が
、
委
員
間
の

意
見
調
整
等
に
時
間
を
要

す
る
項
目
も
あ
り
、
苦
慮

し
な
が
ら
調
査
・
検
討
結

果
を
ま
と
め
た
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
更

に
「
聞
か
れ
た
議
会
」「
分

か
り
や
す
い
議
会
」
を
目

指
し
、
日
常
的
に
議
会
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
、
今
回
、

協
議
を
見
送
っ
た
タ
ブ
レ

ッ
ト
導
入
な
ど
の
議
会
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
に
つ

い
て
は
、
次
期
議
会
に
検

討
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、

更
な
る
議
会
改
革
の
取
り

組
み
を
期
待
す
る
。

【
調
査
期
間
】
平
成
28
年
６
月
21
日
か
ら
平
成
30
年
12
月
3
日

【
委
員
会
の
開
催
】　

計
33
回

議会活性化特別委員会
調査報告

調査・検討の終了に
あたり、中間報告の
内容も含め、平成
30年第８回定例会
で結果を報告しまし
た。 ※ 要約して掲載しています。
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委員会活動として閉会中に行った所管事務調査の
内容を、各委員会は平成30年第８回定例会にお
いて報告しました。

総
務
産
業
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

産
業
振
興
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
に
つ
い
て

　

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

の
導
入
拡
大
及
び
大
規
模

停
電
時
に
お
け
る
電
力
確

保
等
の
対
策
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
し
た
。

【
農
林
課
】

　

現
在
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
は
個
別
型
が
２
か

所
稼
働
し
て
お
り
、
集
合

型
は
美
蔓
地
区
に
お
い
て

施
設
を
整
備
中
で
、
羽
帯

地
区
で
も
検
討
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
北
海
道
電
力

で
は
送
電
線
の
空
き
容
量

が
な
い
こ
と
を
理
由
に
４

月
か
ら
売
電
の
受
付
を
中

止
し
て
お
り
、
羽
帯
地
区

以
降
の
新
た
な
整
備
計
画

は
立
て
ら
れ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
十
勝
管
内

の
他
市
町
村
で
も
同
様
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
「
十
勝
バ

イ
オ
ガ
ス
関
連
事
業
推
進

協
議
会
」
が
10
月
に
設
立

さ
れ
て
い
る
。

　

停
電
時
の
電
力
確
保
の

た
め
の
発
電
機
導
入
事
業

は
、
酪
農
家
へ
の
支
援
の

た
め
に
国
と
道
が
実
施
す

る
も
の
で
、
導
入
が
進
め

ば
本
町
に
お
け
る
酪
農
家

の
発
電
機
保
有
率
は
約
77

％
に
な
る
見
込
み
。

【
北
海
道
電
力
】

　

送
電
線
の
空
き
容
量
が

な
い
た
め
新
た
な
太
陽
光

や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
受

け
入
れ
が
難
し
く
、
設
備

を
増
強
し
て
容
量
不
足
を

解
消
す
る
に
は
10
年
以
上

の
年
月
と
３
０
０
億
円
程

度
の
費
用
が
か
か
る
と
の

説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
に
伴
う
大
規
模
停

電
の
状
況
と
今
後
の
対
策

等
に
つ
い
て
、
資
料
を
基

に
説
明
を
受
け
た
。

【
総
括
】

　

売
電
な
く
し
て
は
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
事
業

が
成
り
立
た
な
い
こ
と
か

ら
、
送
電
線
の
容
量
拡
大

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

十
勝
バ
イ
オ
ガ
ス
関
連
事

業
推
進
協
議
会
と
連
携
し

て
オ
ー
ル
十
勝
で
の
調
査

研
究
、
要
請
活
動
を
進
め

て
ほ
し
い
。

　

胆
振
東
部
地
震
に
よ
る

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
り
、

電
気
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

一
つ
と
し
て
重
要
な
も
の

だ
と
改
め
て
認
識
し
た
。

防
災
計
画
の
中
に
も
電
源

の
確
保
を
し
っ
か
り
と
位

置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

委員会
レポート ※ 要約して掲載しています。報告書の全文は清水町議

会ホームページでご覧になれます。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

ご
み
処
理
の
広
域
化
に
つ
い
て

　

前
回
調
査
（
平
成
29
年

７
月
）
以
降
の
状
況
に
つ

い
て
調
査
を
実
施
し
た
。

併
せ
て
、
十
勝
圏
複
合
事

務
組
合
く
り
り
ん
セ
ン
タ

ー
を
視
察
し
た
。

【
町
民
生
活
課
】

　

ご
み
処
理
の
広
域
化
に

よ
る
十
勝
圏
複
合
事
務
組

合
へ
の
加
入
時
負
担
金
が

当
初
の
試
算
よ
り
も
２
３

０
０
万
円
増
、
年
間
分
担

金
が
１
千
万
円
増
と
な
っ

っ
た
。
増
加
の
理
由
に
つ

い
て
、「
平
成
24
年
度
に

作
成
し
た
平
成
23
年
度
実

績
に
基
づ
く
平
成
29
年
度

の
予
想
数
値(

１
７
９
８ 

ト
ン)

を
基
に
試
算
額
を

算
出
し
て
い
た
が
、
平
成

29
年
度
の
実
績
数
値
（
２

３
２
７
ト
ン)

に
基
づ
く

こ
と
と
な
り
、
そ
の
数
値

の
差
に
よ
り
増
加
し
た
」

と
説
明
を
受
け
た
。

　

広
域
化
前
後
の
経
費
の

比
較
で
は
、
当
初
の
試
算

よ
り
総
合
計
で
２
千
万
円

増
と
な
っ
た
。

　

広
域
化
に
よ
る
経
費
削

減
効
果
（
年
平
均
）
は
当

初
の
２
２
０
０
万
円
か
ら

２
０
０
万
円
へ
と
縮
小
し
、

更
に
新
た
な
経
費
も
出
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改

め
て
試
算
を
し
、
見
直
し

作
業
を
進
め
て
い
る
。

【
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合

く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
】

　

平
成
５
年
度
か
ら
４
か

年
事
業
で
建
設
工
事
が
行

わ
れ
、
平
成
８
年
10
月
に

供
用
が
開
始
さ
れ
た
。

　

施
設
の
修
繕
状
況
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
に
か
け
て

大
規
模
な
基
幹
的
改
良
更

新
が
行
わ
れ
て
お
り
、
年

次
計
画
を
持
っ
て
焼
却
施

設
と
大
型
・
不
燃
ご
み
処

理
施
設
の
機
器
更
新
を
行

っ
て
い
る
。

【
総
括
】

　

ご
み
処
理
の
広
域
化
で

２
千
万
円
以
上
の
経
費
削

減
が
見
込
ま
れ
る
と
さ
れ

て
い
た
が
、
２
０
０
万
円

に
縮
小
さ
れ
て
い
た
。
根

幹
に
関
わ
る
問
題
と
な
り

得
る
の
で
改
め
て
町
民
に

説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
く
り
り
ん
セ
ン

タ
ー
で
は
平
成
39
年
度
中

の
供
用
開
始
を
目
指
し
て

新
施
設
の
建
設
を
検
討
し

て
お
り
、
町
は
将
来
的
な

負
担
に
つ
い
て
も
町
民
に

説
明
す
べ
き
で
あ
る
。

くりりんセンターを視察 農林課と北海道電力から
説明を受けた
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